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本田宗一郎とその息子たち 
 

 

1．ホンダ草創期  5 

 1946 年、敗戦からようやく一年が経とうとしていた日本では、街のいたるところにまだ多

くの瓦礫が残り、再建に向けての苦闘が続いていた。空襲を受けたほとんどの街では多くの

機能が崩壊したままであった。当時の東京でかろうじて利用可能な交通手段といえば、木炭

を燃料とする自動車と路面電車、それに自転車であった。 

 1906 年、浜松市に鍛冶屋の長男として生を享けた本田宗一郎(以下、本田)は、８年生の尋10 

常高等小学校卒を卒業後、東京の自動車修理工場に丁稚奉公し、二十二歳で独立。そして 1946

年 10 月、戦後間もない混乱の中、わずかな資本金を基に本田技術研究所を浜松に設立した。

本田が四十歳の時であった。これが今日の本田技研工業(以下、ホンダ)の原点である。彼は

戦時中に軍が使用していた通信用発電機の小型エンジンを買い取り、自転車の補助動力用に

取り付けたものを売り出した。当時、こうした業界にはすでに中小を含め二百五十社以上の15 

競争相手が存在していた。 

 このモーター付の自転車は、交通機関が混乱していた当時大変な評判となった。手持ちの

小型エンジンはすぐになくなり、本田は自らエンジンの製造に取り組みはじめる。これも見

事に成功し、月産千台程度にまでなった。 

 そうしているうちに、本田は強力なフレームを持った馬力の強いオートバイを作りたいと 20 

考えた。本田は開発の先頭に立ち、自らアイデアを思いつくと、それを工場の床に描いては

従業員たちに見せた。しゃがみこんで、床にアイデアスケッチを描くというのは、本田の終
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